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1 QS-220037 - A
加熱溶融型視覚障がい者誘導用
点字シート「あるくM2」

アクリル樹脂製の視覚障がい者誘導用点字シートと、加
熱溶融型接着シートを接着する事で、施工効率の向上や
産業廃棄物ゼロが可能となる。

技術概要 2 説明資料 4

2 HK-190010 - A
下部水密可動式無動力自動開閉
ゲート

底部がフラットな水路に設置可能な無動力自動開
閉ゲート(オートゲートステップレス バタフライ
フロート)
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ジュート繊維利用環境配慮型人
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ジュート繊維を利用し施工性を向上させた全分解
型の人工張芝
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ドライブレコーダーの映像から点検対象とする道
路附属物を抽出し、点検表を自動作成するシステ
ム
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6 QS-200026 - A
遠隔臨場検査監督システム（ア
テネット）

立会業務の効率化・省力化を行う遠隔地立会シス
テム
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7 OK-150002 - VR
上部フレアを用いた既設護岸改
良工法

上部フレア(防波プレキャストブロック)を用いて
既設護岸を改良する工法

技術概要 81 説明資料 83

8 QS-190039 - A
タケミックスソイル緑化工法
(竹繊維植生基材吹付工)

綿状生竹繊維緑化基材を用い、接合剤とラス金網
が不要となることで、自然環境変化に順応する浸
食耐久性植生工

技術概要 91 説明資料 93

9 CG-190005 - A PRMSカラー工法
景観に配慮した車両通行が可能な舗装材を使用し
た道路舗装工法

技術概要 102 説明資料 104

10 KK-220022 - A 勘トリイ工法 即結管べえを用いた仮桟橋の上・下部工一括架設 技術概要 120 説明資料 122

11 QS-190022 - A
ヒノダクパイル(ダクタイル鋳
鉄製基礎杭・省スペース基礎工
法)

省スペースおよび施工効率化を実現した支柱基礎
杭

技術概要 132 説明資料 134

12 KT-220222 - A ＦＮ継手 初期締結力を有するワンパス型セグメント継手 技術概要 150 説明資料 152

13 KT-220008 - A
画像鮮明化装置「ＬＩＳｒ－１
０１」

工事現場等における不鮮明な監視画像（動画・静
止画）を自動で鮮明化する装置

技術概要 158 説明資料 160

14 KT-220140 - A WHJ-In工法 超高圧噴射深層混合処理工法 技術概要 170 説明資料 172

15 KK-200032 - A ヌノピタ
プレキャスト製で大型の積みブロックを用いたコ
ンクリートブロック積工

技術概要 184 説明資料 186

16 KT-190121 - A エコミックス リサイクル材料を使用した常温合材 技術概要 194 説明資料 196

17 KK-210059 - A
揺れ補正機能搭載カメラによる
遠隔モニタリングシステム「遠
場監督」

作業員のヘルメットに装着した揺れ補正機能搭載カメラ
で建設・施設維持管理現場の高画質映像を遠隔地からモ
ニタリングできる遠隔臨場システム

技術概要 211 説明資料 213

18 KK-190004 - A
遮水シート一体化型ブロック
マット

河川堤防の表法面からの水の浸透を防止すること
ができる遮水シートと一体化したコンクリートブ
ロックマット

技術概要 221 説明資料 223

19 QS-200028 - A 土石流検知アラートシステム
カメラ映像によるリアルタイム土石流検知システ
ム

技術概要 233 説明資料 235

20 TH-220006 - A
蛍光X線分析によるコンクリー
ト塩分濃度調査工法

蛍光X線法と拡張現実技術による表面塩分濃度の
スクリーニング

技術概要 245 説明資料 247

21 KT-230038 - A
合成頂版式分割カルバート「コ
ンポジットカルバート」

頂版部分に構造部材兼用埋設型枠と現場打ち鉄筋
コンクリートを用いた構造のボックスカルバート

技術概要 251 説明資料 253

22 KK-220034 - A
「3DDC-NTM」工事支援システ
ム

3次元測定計測装置と3次元計測結果差分算出アプ
リケーションによる工事支援システム

技術概要 260 説明資料 262

23 QS-200020 - A
補強型コンクリートはく落防止
工法

ポリウレア樹脂をスプレーコーティングすることによ
り、老朽化したコンクリートのはく落を防止し、強靭
化・長寿命化する工法

技術概要 267 説明資料 269

24 KK-220029 - A
特定小電力によるレーダ式水位
計

国内電波法認証　電波を使用した全天候対応型水
位計
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3DDC-NTM
トンネル工事他、各種工事の計測データ分析を支援。

施工前後の状況や設計データと現在の状態の差分を3次元で分かりやすく示します。

3次元差分算出アプリ

T&Mオリジナル

・ 計測データ同士、また設計データと計測データを比較し、差分を算出することができます。

・ 変換したデータを基に、3次元画像を描くことができます。

・ 3次元計測装置で計測したデータをソフトウェアにて認識できるデータへの変換が可能です。

・ 描いた3次元データを基に、指定した計測データ同士を合成することができます。

・ 描いた3次元データを基に、指定した設計データと計測データを合成することができます。

・ 算出した差分を20段階のカラーチャートで表し、現況を確認することができます。　

特徴

活用例 基本構成

従来作業員が切羽まで近付いて目視確認をしていたところ、
本アプリを使用して、設計データと計測データの差異分が表示
されるモニタで現況を確認しながら、作業員が切羽に立ち入る
ことなく安全に当たり取りや支保工建込み作業が実施できます。

3DDC-NTM

タブレット or PC端末

NETIS登録番号：KK-220034-A

3次元計測装置

１．当たり取り ２．支保工位置合わせ
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〒811-2221　福岡県糟屋郡須恵町旅石207-3 オフィスパレア須恵2号
☎ 092-937-6312

■ CSV取込
計測器からスキャンしたCSVデータを読み込んで、ポイ
ント形の3D画像を作成します。　

■ 設計図取込
設計図ファイル(DXF)を同時に読み込んで3D画像を
作成します。　

■ メッシュ化　
ポイント形の画像をメッシュ形の画像に変換します。　

■ 画像の合成
2つの画像を合成できます。

■ 画像の比較(ポイントとポイント)　
計測器のデータ(CSVデータ)から作成した画像と計測器
のデータ(CSVデータ)から作成した画像の差分を計算す
ることができます。

■ 画像の比較(ポイントとメッシュ)　
計測器のデータ(CSVデータ)から作成した画像と設計図
のデータ(DXF)から作成した画像の差分を計算することが
できます。

■ 切り出し
画像の回転や切り出しをすることができます。

■ ポイント選択
ポイントを選択して、座標と距離の情報を確認できます。
また、2つのポイントを選択して、各ポイントの座標とポイ
ント間の距離を確認できます。

機能一覧

■ プロジェクト管理

■ PDF出力

お問い合わせ

〒105-0013　東京都港区浜松町2-7-14 KAMONビル6F
☎ 03-6432-0898

https://www.nishio-tm.co.jp
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担当部署 開発部

担当者 三阪　卓也

NETIS登録番号 【QS-200020-A】 電話番号 093-474-4433

社名 アーマライニングス株式会社 Mail info@armadi-l.com

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　従来、コンクリート構造物の「表面保護工」は、老朽化してはく落の

恐れがある箇所を斫り、撤去しその後にモルタル等で断面修復していた。

現場ではハツリ作業による作業員の安全性、騒音、振動等の問題が発生

していた。また、ハツリ作業後、コンクリート片を産業廃棄物として処分

しなければならない。

２．技術の内容

　「補強型コンクリートはく落防止工法」は、老朽化したコンクリートの

表面にポリウレア樹脂の被膜を形成してはく落を防止し、強靭化・長寿命化

する工法である。「ポリウレア樹脂」はポリイソシアネート化合物と、

活性水素を持つアミン化合物の2液を、特殊吹付機械（リアクター）で

供給したスプレーガンで衝突混合させ、化学反応で超速硬化する。

３．技術の効果

　「補強型コンクリートはく落防止工法」は、伸び率350（％）以上の

高延伸性と平均25（Mpa）の引張強度を併せ持つ強靭な「ポリウレア樹脂」

を使用することにより、コンクリート構造物にクラックが発生しても

はく落を防止する効果がある。

また、「ポリウレア樹脂」はVOC（揮発性有機化合物）が0なので、周辺

環境にやさしく、閉塞空間での作業も安全に施工できる。

従来技術と比較して、施工性が向上し工期短縮を可能とする。

４．技術の適用範囲

・コンクリート構造物全般（ひび割れ程度による）

・施工（吹付）巾は1回のスプレーにて約20ｃｍ

・コンクリート構造物の補修工事で、早期完成を求められる場合は特に有効

である。

・狭小スペースでの施工は要相談

５．活用実績（2023年11月29日現在）

国の機関　2件（九州 1件、九州以外 1件）

自治体　 20件（九州 11件、九州以外 9件）

民間　　136件（九州 70件、九州以外 66件）

技術概要

技術名称 補強型コンクリートはく落防止工法
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６．写真・図・表

●施工実績

【コンクリートブロック】 【橋梁はく落防止】
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担当部署 特販部

担当者 川部

NETIS登録番号 ＫＫ-２２００２９-Ａ 電話番号 06-6312-2071

会社名等 関西オートメイション株式会社 MAIL kawabe@kansai-automation.co.jp

技術の概要

２．技術の内容

５．活用実績（2023年11月1日現在　抜粋）

国土交通省姫路河川国道事務所 一級河川 河川内外水位

滋賀県農業農村振興事務所 土地改良区 農業用水路

大分県企業局 隧道、発電所、ダム 　

大阪府南部流域下水事務所 下水処理場 　

大阪市水道局 浄水場 貯留槽

・VEGAPULS C11　測定範囲 8ｍ　ﾋﾞｰﾑ角8°     -          防爆なし　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS   21  測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS 　11　測定範囲 8m  ﾋﾞｰﾑ角8°     -          防爆なし　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

河川・湖沼や水路の水位計測は投込式等の接触型、超音波や電波を使用した非接触型に
大別される。水面下の沈殿物や水質に影響がなく初期費用が安価な非接触型は有効とされ
たが超音波式は気象条件や温度変化、結露等の自然現象の影響を受けやすい。従来の電
波を使用した方式は有効であるが大きく高価、また電波法に抵触する恐れがあり屋外の使

用に制約があった。以上の問題をクリアし安定した水位計測が必要となった。

・レーダ式水位計VEGAPULSコンパクトシリーズは小型軽量、低価格を実現。

・特定小電力で電波法の認可取得済、屋内外問わず使用可能となった。

・Bluetooth機能で近くで設定、変更が可能。作業時間の短縮、安全性の向上。

・VEGAPULS C22　測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS C21　測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

NETIS登録対象機種　　共通：特定小電力、周波数80GHz、消費電力0.5W、BLUETOOTH機能　

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

・周波数80GHzで直進性に優れ狭いﾋﾞｰﾑ角での使用が可能となった。

・電波を使用することで風雨､温度変化、霧、結露等の自然現象の影響を受けず測定が可
能。

・VEGAPULS 　31　測定範囲15m　ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲあり

・VEGAPULS C23　測定範囲30m ﾋﾞｰﾑ角4° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

特定小電力によるレーダ式水位計技術名称

・環境の変化に強い電波の特性を活かし小型・軽量・低価格化の実現。

・特定小電力で電波法の認証を取得することにより屋内外問わず幅広く使用可能とする。

・Bluetooth機能でｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・PCから離れた場所で設定・変更。安全性・ﾒﾝﾃ性の向上。

・挟角、直進性を高めるため80GHzの高周波数を使用。

・初期費用が抑えられメンテナンス性も向上した。
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VEGAPULS 31型 VEGAPULS　C21型

６．写真・図・表
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